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　洞爺湖町の予算は、法律などに基づき予算書や事項別明細書を作成し、その内容を公表

しています。しかし、一般会計の事項別明細書だけでも100ページを超えるため、町民の

皆様にとって内容を容易に理解することは難しいのが実情です。

　そこで、予算の内容や主な事業について、グラフや図表を用いながら、できるだけわか

りやすくお伝えするため、「令和８年度 予算からみる洞爺湖町のしごと」を作成しまし

た。この冊子を通じて、町の予算や事業への理解を深めていただければ幸いです。

～予算案作成の判断基準～

各課が検討し、次年度に必要として予算要求したものはいずれも重要ですが、限られた財源を適切

に配分するため、おおまかには以下の手順を踏みながら予算編成作業を行っています。

① 経常的にかかる経費（職員の人件費，過去に借りた町債の償還金など）に財源を割り当てます。

② その年度の予算編成における重点分野や洞爺湖町まちづくり総合計画などに基づき、①以外の

臨時的な事業にそれぞれいくら投資するかを町長が最終的に判断します。

法律などによって必ず支払わなければならない費用も多く、町長の裁量で投資できる額は必ずしも

多くはありませんが、経常的にかかる経費も含めて、政策的に不要不急な事業がないか検証し、必要

な事業に適切に予算を配分するよう努めています。



令和８年度　まちの予算

○各会計予算

区　　分 令和８年度 令和７年度 増　減 伸び率

一　般　会　計 79億2,422万円 82億9,400万円 △3億6,978万円 △4.5%

国民健康保険特別会計 11億6,889万円 12億0,070万円 △3,181万円 △2.6%

介護保険特別会計 13億8,277万円 13億0,150万円 8,127万円 6.2%

後期高齢者医療特別会計 2億3,864万円 2億0,131万円 3,733万円 18.5%

特別会計　計 27億9,030万円 27億0,351万円 8,679万円 3.2%

収益的収支 3億0,235万円 2億9,421万円 814万円 2.8%

資本的収支 2億5,883万円 2億7,559万円 △1,676万円 △6.1%

計 5億6,118万円 5億6,980万円 △862万円 △1.5%

収益的収支 9,250万円 8,962万円 288万円 3.2%

資本的収支 1億0,307万円 1億0,537万円 △230万円 △2.2%

計 1億9,557万円 1億9,499万円 58万円 0.3%

収益的収支 6億7,840万円 6億7,898万円 △58万円 △0.1%

資本的収支 5億4,662万円 4億3,601万円 1億1,061万円 25.4%

計 12億2,502万円 11億1,499万円 1億1,003万円 9.9%

公営企業会計　計 19億8,177万円 18億7,978万円 1億0,199万円 5.4%

合　　計 126億9,629万円 128億7,729万円 △1億8,100万円 △1.4%

※四捨五入をする際の端数処理により、金額や割合などが合わない場合があります。

水道事業

会計

簡易水道

事業会計

公共下水道

事業会計

　令和８年度予算は、町長選挙の実施に伴い、政策的経費を除いた「骨格予算」として編成

しましたが、町長選挙後の６月補正予算において、町長公約の実現に向けた取り組みとし

て、「子どもたちの未来への支援」「町民の健康づくりや生活環境・交通環境の充実」「地

域産業の振興」「危機管理体制の強化」の４つの基本目標を重点に盛り込んだ「肉付け予

算」を編成しました。

　これにより、一般会計の予算規模は、令和７年度予算と比較し、３億６，９７８万円、

４．５％減額の７９億２，４２２万円となりました。一般会計が減少した主な要因は、集会

所解体事業や小・中学校空調設備設置事業などの投資的事業費が減少したことによるもので

す。特別会計は、介護保険特別会計において、介護サービス等の保険給付費の増加などによ

り特別会計全体で８，６７９万円が増加となりました。

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計
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○歳入予算（一般会計）の内訳

合計

その他
その他

寄附金

寄附金

町債 町債

道支出金
道支出金

国庫支出金
国庫支出金

地方消費

税交付金
地方消費

税交付金

地方交付税

地方交付税

町税

町税

R7 R8

歳入予算の内訳

歳入では、町税が、令和８年度から導入する宿泊税の影響などにより、増収を見込んでいます。一方、

地方交付税は、令和７年国勢調査人口の反映に伴う減少が見込まれることから、前年度比で減少していま

す。また、国庫支出金は、自治体情報システムの標準化に係るデジタル基盤改革支援補助金の減などによ

り、前年度比で減少しています。

令和7年度

82億9,400万円

令和8年度

79億２,422万円

国庫支出金 5億3,898万円（△1億8,830万円）

個別の事業ごとに国から交付される補助金などで

す。自治体情報システムの標準化に係るデジタル基

盤改革支援補助金の減などにより減少しています。

町税 12億8,400万円（対前年度＋6,770万円）

町民税，固定資産税，軽自動車税，たばこ税，入

湯税など町の収入となる税金です。

宿泊税の導入による増加を見込んでいます。

地方交付税 34億5,500万円（△1億7,500万

円）

所得税、酒税、消費税、法人税の一定割合と地方

法人税の全額が町の財政力に応じて交付されます。

国勢調査人口の減による減少を見込んでいます。

地方消費税交付金 2億3,500万円（＋500万円）

国に納められた地方消費税の一部が、町の人口な

どに応じて交付されます。前年度実績で見込んでい

ます。

道支出金 3億6,507万円（＋3,076万円）

国庫支出金と同じように個別の事業ごとに北海道

から交付される補助金などです。農業水路等長寿命

化事業交付金の増などにより増加しています。

町債 7億6,420万円（△3億1,810万円）

町の借金で、公共施設の建設や長寿命化などのた

めに借り入れるものです。集会所解体事業などの投

資的事業費が減少したことにより減少しています。

その他 9億8,792万円（＋2億626万円）

地方譲与税や使用料、基金繰入金などです。

寄附金 ２億9,405万円（＋190万円）

一般寄附金やふるさと納税寄附金などです。
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○歳出予算（一般会計）の内訳

歳出では、出産祝金支給事業（民生費）、子ども医療費無料化事業（民生費）、高校通学費等助成事業

（教育費）などの子育て支援のほか、地域公共交通対策事業（総務費）、洞爺地区公衆トイレ解体事業（商

工費）、あぶた保育所新築事業（民生費）などを計上していますが、集会所解体事業（民生費）、小・中学

校空調設備設置事業（教育費）の減などにより減少しています。

その他
その他

給与費

給与費

公債費

公債費

教育費

教育費

土木費

土木費

農林水産業

費・商工費

農林水産業

費・商工費

衛生費

衛生費

民生費

民生費

R7 R8

歳出予算の内訳

令和7年度

82億9,400万円

令和8年度

79億2,422万円

土木費 8億746万円（△1億4,724万円）

道路や公園，町営住宅の維持管理などに使う経費

です。町営住宅改修事業費の減などにより減少して

います。

教育費 4億7,981万円（△1億4,589万円）

小中学校の管理や施設整備，図書館の運営，生涯

学習活動など社会教育活動に使う経費です。

小・中学校空調設備設置事業などの減により減少し

ています。

公債費 10億2,265万円（＋4,811万円）

町債（借金）の返済などに使う経費です。過去の

借入分の元金償還の開始などにより増加しています。

給与費 11億9,475万円（＋6,039万円）

町職員の給与，退職手当や共済組合に対する負担

金に使う経費です。

その他 12億2,186万円（△3億257万円）

議会費，総務費，労働費，消防費，予備費などで

す。行政ＤＸ推進経費及び自治体情報システムの標

準化による関係経費の減などにより減少しています。

農林水産業費･商工費 4億6,388万円（＋55万

円）

農林水産業の振興育成や支援，商工や観光振興な

どに使う経費です。地域活性化支援事業の増などに

より増加しています。

衛生費 5億4,502万円（＋6,305万円）

健康福祉センターの運営や町民の健康づくり，各

種検診・予防接種，ごみの収集や処理などに使う経

費です。西いぶり広域連合中間処理施設解体などの

増により増加しています。

民生費 21億8,879万円（対前年度＋5,382万円）

高齢者，障がい者，児童などの各種福祉事業や，

医療費助成などに使う経費です。あぶた保育所新築

工事などにより増加しています。
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○町債（借金）残高の推移（一般会計）

町債の借入額、元金償還額、残高の推移を示したのが次のグラフです。

公共事業を抑制してきたことにより、町債残高は合併時の水準から着実に減少してきました。

一方で、合併特例事業債の発行期限が令和７年度までであったことから、近年は増加傾向と

なっています。残高の内訳を見ると、地方交付税の振替措置である臨時財政対策債（臨財債）

の占める割合は年々減少しています。令和７年度は、あぶた保育所新築事業、集会所解体事業、

小・中学校空調設備設置事業などにより借入額が増加しましたが、令和８年度は借入額が元金

償還額を下回る見込みです。今後は、公共事業の抑制に伴い、町債残高は減少していく見込み

です。

1,690
2,997 2,872 2,733 2,629 2,403 2,158 1,923 1,695 1,474

15,229

5,651
5,807 5,956 6,088 5,990 6,275 6,614 7,043 6,982

137

79 80 80
85

93 91
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H18 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

町債残高の推移（一般会計）

普通債

臨財債

元金償還額

借入額

16,919

8,4328,414 8,538 8,738

町債残高（百万円） 元金償還額・借入額

（千万円）

8,456
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○基金残高（貯金）の推移（一般会計）

基　　　金　　　名 H18 R５ R６ R７ R８

財政調整基金 898 1,216 1,217 1,341 1,278

減債基金 315 169 193 207 207

その他特定目的基金 504 1,675 1,714 1,949 1,935

観光開発基金 90 202 267 345 378

公営住宅建設及び維持管理基金 41 8 6 5 2

国営畑地かんがい排水事業振興基金 32 70 70 70 70

畑地かんがい事業基金 - 32 32 32 33

みんなの基金 3 200 250 281 279

合併地域振興基金 338 824 803 787 778

洞爺地域ふれあい振興基金 - 11 11 10 10

公共施設等整備基金 - 327 274 416 384

森林環境譲与税基金 - 1 1 3 1

基　金　合　計 1,717 3,060 3,124 3,497 3,420

※R8は見込み額

単位：百万円

504

1,675 1,714
1,949 1,935

315

169 193

207 207

898

1,216 1,217

1,341 1,278

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H 18 R５ R６ R７ R８

基金残高の推移

財政調整基金

減債基金

その他特定目的

基金

1,717

3,060 3,124

3,497
3,420

（合併時）

百万円
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○消費税増税分の使いみちは？

財　　源

うち地方消費税交

付金増収分充当額

高齢者（入浴費・交通費）助成事業 1,722万円 452万円 1,270万円 290万円

緊急通報システム設置事業 60万円 － 60万円 10万円

老人保護措置費支弁事業 1億0,763万円 2,550万円 8,213万円 1,890万円

心身障害者援助事業 3億8,287万円 2億8,688万円 9,599万円 2,200万円

子ども医療助成事業 1,842万円 1,557万円 285万円 70万円

児童手当支給事業 1億1,192万円 1億0,094万円 1,098万円 250万円

児童特別対策事業 3,627万円 2,687万円 940万円 220万円

医療対策事業 3,325万円 － 3,325万円 760万円

予防接種事業 2,360万円 170万円 2,190万円 500万円

妊産婦・乳幼児対策事業 682万円 311万円 371万円 90万円

保健衛生指導事業 224万円 172万円 52万円 10万円

小　計 7億4,084万円 4億6,681万円 2億7,403万円 6,290万円

国民健康保険特別会計繰出金 1億5,900万円 4,394万円 1億1,506万円 2,050万円

介護保険特別会計繰出金 2億2,371万円 1,820万円 2億0,551万円 3,670万円

後期高齢者医療特別会計繰出金 8,050万円 4,799万円 3,251万円 590万円

小　計 4億6,321万円 1億1,013万円 3億5,308万円 6,310万円

合　計 12億0,405万円 5億7,694万円 6億2,711万円 1億2,600万円

国・道など 町
区分 事　業　名 事業費

社
会
保
障
の
充
実

社
会
保
障
の
安
定
化

令和元年10月1日から消費税率が8％から10％に引上げられ、このうち2.2％分は地方消費税

交付金として洞爺湖町の収入となります。引き上げによる増収分は、高齢者・障害者福祉、子

ども・子育てや医療、介護などの社会保障の充実や安定化のために使用することになっていま

す。

令和８年度予算の地方消費税交付金は２億３,５００万円を見込んでいますが、社会保障財源

のための増収分は１億２,６00万円を見込んでおり、次の事業に充当する予定です。
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1 子育て支援

事業名 担当課 住民税務課 継続

予算額 1,305 万円

国道支出金

地方債 1,300 万円

その他

一般財源 5 万円

事業名 担当課 健康福祉課 継続

予算額 149 万円

国道支出金

地方債

その他 140 万円

一般財源 9 万円

事業名 担当課 子育て支援課 継続

予算額 290 万円

国道支出金

地方債

その他 290 万円

一般財源

事業名 担当課 子育て支援課 継続

予算額 486 万円

国道支出金

地方債

その他 480 万円

一般財源 6 万円

保育料無償化事業

事業内容

　町民の保健福祉の向上及び子育て世帯の負

担軽減を図るため、予防接種を受けた中学生

以下の子どもを扶養している保護者に対し、

接種費用の全額を助成する。

　保育所保育料を完全無償化とし、就学前の

児童を扶養する保護者の経済的負担の軽減を

図り、安心して生み育てる環境を作ること

で、少子化対策及び定住促進につなげる。

事業内容

子ども医療費助成事業

事業内容

子どもインフルエンザワクチン接種事業

出産祝金給付事業

　次代を担う子どもの出産を祝福し、児童の

健全な発育及び福祉の増進を図るため、地域

通貨（とうやコイン）により給付する。

○第１子 10万コイン、第２子 15万コイン、

　第３子以降 20万コイン

　子ども健康保持及び福祉の増進を図るた

め、０歳～１８歳（高校生等）までの医療費

を助成する。

事業内容

令和８年度 主な事業
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事業名 担当課 子育て支援課 新規

予算額 564 万円

国道支出金 376 万円

地方債

その他

一般財源 188 万円

事業名 担当課 教育推進課 継続

予算額 359 万円

国道支出金

地方債

その他 350 万円

一般財源 9 万円

事業名 担当課 教育推進課 継続

予算額 680 万円

国道支出金

地方債 680 万円

その他

一般財源

2 生活基盤の整備

事業名 担当課 建設課 継続

予算額 9,400 万円

国道支出金

地方債 7,350 万円

その他

一般財源 2,050 万円

事業名 担当課 建設課 継続

予算額 3,800 万円

国道支出金 1,988 万円

地方債 1,230 万円

その他

一般財源 582 万円

高校生通学費等助成事業

事業内容

道路等環境整備事業

事業内容

　高等学校等に通学する生徒の通学や下宿等

に要する経費の一部を助成し、生徒の就学機

会を確保するとともに、子育て世代への負担

軽減を図る。

ファミリー・サポート・センター事業

事業内容

　町民相互による子育て支援を推進すること

で、子育て世代の不安や負担の軽減及び仕事

と子育てを両立できる環境を整備し、子育て

支援体制の充実を図る。

　老朽化が進む町道、側溝、街路灯などを計

画的に改良・修繕等を行い、安心・安全な生

活基盤の整備を図る。

　○湖畔通り線道路改良工事　ほか

橋梁長寿命化計画修繕事業

事業内容

「洞爺湖町橋梁長寿命化修繕計画」に基づ

き、橋梁修繕及び橋梁点検等を行い、町民の

安心・安全を図る。

　○赤川歩道橋修繕工事、橋梁点検業務

中学校制服等購入費助成事業

事業内容

　洞爺湖町立中学校へ入学する生徒の保護者

に対し、制服等の購入費用の一部を助成する

ことで、入学時における経済的負担の軽減を

図り、生徒の円滑な修学環境の確保を支援す

る。
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事業名 担当課 建設課 継続

予算額 9,581 万円

国道支出金 4,425 万円

地方債 5,150 万円

その他

一般財源 6 万円

3 地域のにぎわい創出

事業名 担当課 観光振興課 新規

予算額 502 万円

国道支出金 502 万円

地方債

その他

一般財源

事業名 担当課 観光振興課 継続

予算額 466 万円

国道支出金

地方債

その他 400 万円

一般財源 66 万円

事業名 担当課 産業振興課 継続

予算額 2,000 万円

国道支出金

地方債

その他

一般財源 2,000 万円

事業名 担当課 産業振興課 新規

予算額 900 万円

国道支出金

地方債 900 万円

その他

一般財源

町営住宅維持管理事業

事業内容

　町営住宅の管理経費及び町営住宅長寿命化

計画に基づいて、公営住宅を計画的に長寿命

化修繕を行い、高齢者や障がい者等が安心し

て暮らせる居住環境を整える。

漁業系廃棄物処理施設運営支援事業

事業内容

　漁業系廃棄物（ホタテ雑物等）を処理施設

へ取集運搬し、堆肥化して地元農業者などへ

供給し有効活用を図る。

　にぎわい広場の管理経費のほか、冬場の一

大スポットとして温泉街の中心部に「イルミ

ネーショントンネル」を設置し、観光振興に

つなげる。

支笏洞爺国立公園利用拠点整備改善計画策定

事業内容

地域経済活性化支援事業

事業内容

 『住宅リフォーム支援事業』『省エネ家電買

換助成事業』『マル経融資利子補給事業』を

一体化し、町民の生活環境向上と環境負荷軽

減を図るとともに、町内事業者の受注機会拡

大や経営安定を支援する。

　2つのユネスコ遺産と、火山マイスターをは

じめとする豊富な英語対応ガイド人材を活用

し、アドベンチャートラベルや食の拠点化に

向けて、施設の再配置と動線の最適化を図る

基本構想を策定する。

にぎわい広場管理事業

事業内容

- 9 -



事業名 担当課 産業振興課 新規

予算額 330 万円

国道支出金

地方債

その他

一般財源 330 万円

事業名 担当課 農業振興課 継続

予算額 2,362 万円

国道支出金 1,181 万円

地方債

その他 590 万円

一般財源 591 万円

事業名 担当課 農業振興課 新規

予算額 3,000 万円

国道支出金 3,000 万円

地方債

その他

一般財源

4 定住促進

事業名 担当課 政策推進課 継続

予算額 2,702 万円

国道支出金

地方債

その他

一般財源 2,702 万円

事業名 担当課 政策推進課 継続

予算額 301 万円

国道支出金

地方債

その他

一般財源 301 万円

　農用地保全や景観形成など、５活動組織の

実施する地域共同活動に補助する。

　都市部から人材を誘致し、地域社会の新た

な担い手として、地域力の維持・強化や地域

ＰＲ等の地域おこし活動で賑わいを創出し、

移住・定住による人口増を図る。

とうやコインシステム機能強化事業

事業内容

　「とうやコインシステム」の機能を強化

し、カード利用者にも施設来館コインを付与

できる仕組みへ改修することで、利用者との

関係性強化を図る。

多面的機能支払事業

事業内容

機能保全計画策定事業

事業内容

　農業用水を取水する頭首工の改修を行い、

機能を維持・向上させることで、農業の生産

性向上と地域の持続的な発展を図る。

チャレンジショップ支援事業

事業内容

　商工業の振興と活性化を目的に、空き家・

空き店舗を活用し、地域に根差した特色ある

ショップ開業及び企業者等を支援する。

○改修費　最大５０万円、備品購入　最大３０万

円、家賃補助　最大５万円

地域おこし協力隊活動事業

事業内容
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事業名 担当課 政策推進課 継続

予算額 250 万円

国道支出金

地方債

その他 250 万円

一般財源

事業名 担当課 政策推進課 新規

予算額 60 万円

国道支出金

地方債

その他 60 万円

一般財源

5 教育環境の充実

事業名 担当課 教育推進課 継続

予算額 4,129 万円

国道支出金

地方債

その他

一般財源 4,129 万円

事業名 担当課 教育推進課 継続

予算額 203 万円

国道支出金

地方債

その他 200 万円

一般財源 3 万円

事業名 担当課 教育推進課 継続

予算額 491 万円

国道支出金

地方債

その他 490 万円

一般財源 1 万円

小中学校特別支援教育支援員・介護員配置事業

事業内容

ＡＩドリル導入事業

事業内容

　学校現場における児童・生徒のサポート体

制の充実を図るため、教育支援員及び介護員

を配置し、柔軟な個別対応や授業の円滑化に

より学力の向上を図る。

　児童・生徒の知識や技能の習得を目的とし

て、AIを活用した学習支援システムを導入

し、学力の向上など図る。

虻田高等学校支援事業

事業内容

　「虻田高等学校の未来づくりに関する提言

書」に基づき、虻田高等学校の存続を図るた

め、入学者の増となるよう各種事業へ補助。

また、町内中学生の就学機会を確保する。

UIJターン新規就業者移住支援補助金

事業内容

　移住・定住の促進や中小企業の人手不足解

消を目的に、UIJターン新規就業者への移住支

援補助金を交付する。

住まいる中古住宅取得支援事業

事業内容

　中古住宅でのマイホーム取得支援により、

町内の定住・移住を促進し、定住人口の増加

と空き家の有効活用を図る。

○補助額　最大５０万円

（取得30万＋転入者10万＋子育て世帯10万）
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事業名 担当課 教育推進課 継続

予算額 216 万円

国道支出金

地方債

その他 210 万円

一般財源 6 万円

6 １～５以外の主な事業

事業名 担当課 企画財政課 新規

予算額 582 万円

国道支出金 208 万円

地方債

その他

一般財源 374 万円

事業名 担当課 企画財政課 継続

予算額 2,351 万円

国道支出金

地方債

その他 2,130 万円

一般財源 221 万円

事業名 担当課 地域振興課 新規

予算額 1,076 万円

国道支出金

地方債

その他 1,070 万円

一般財源 6 万円

事業名 担当課 子育て支援課 継続

予算額 4億9,684 万円

国道支出金 645 万円

地方債 4憶6,030 万円

その他 3,000 万円

一般財源 9 万円

中学校部活動支援事業

事業内容

　各中学校の吹奏楽で使用している楽器が老

朽化しているため、高額である楽器の購入・

修繕に係る費用を助成する。

あぶた保育所新築事業

事業内容

地域公共交通利便増進計画策定事業

事業内容

デマンド交通委託事業

事業内容

　地域住民や利用者の移動利便性向上と持続

可能な交通サービス確保のため、虻田地区コ

ミュニティバスなどの運行方法を見直し、洞

爺湖町地域公共交通利便増進計画を策定す

る。

　町内の移動に便利な予約型タクシーの運行

により、生活交通を確保し、安心して暮らせ

る生活環境を維持する。

○とうやコネクトタクシー　2,136万円

　洞爺地区コミュニティタクシー　215万円

洞爺地区公園施設維持管理事業

事業内容

　本町保育所と入江保育所の各保育所におけ

る施設問題を解決するため統合移築し、安

心・安全な保育所運営を図る。

　〇本体工事、外構工事

　現在休止中となっている洞爺地区公衆トイ

レ２ヶ所（洞爺小公園、洞爺中央公園トイ

レ）の解体工事を行う。
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